
（案） 

令和 6年度「ひらつか在宅介護生活サポートガイドの活用の普及研修について（企画書） 

 

【目 的】  市内医療・介護の各機関の看取りへの支援として、「ひらつか在宅介護生活サポート

ガイド」の活用について、動画配信及び対面での研修を実施し普及することで、一人

でも多くの方が住み慣れた住まい・地域で最期まで自分らしく過ごせるように援助し

ていく。 

今回共有のツールを使う多職種が、互いの役割を理解し、自宅での看取りを希望する

市民に最期まで専門職が連携し支援していけるように多職種連携研修を実施する。 

 

【会 場】 平塚市保健センター 

  

 

【日 時】   令和６年 月   日（   ） 

          時  分  ～  時   分 

 

 

【対 象】   在宅に訪問する医療・介護職でサポートガイドを説明する可能性のある職員 

 

市内病院（退院支援担当）・診療所（往診・訪問診療）・薬剤師（訪問） 

・歯科医師（訪問）・介護支援専門員（小規模含む）・包括・訪問看護等 

 

【主 催】 平塚市  平塚市在宅医療・介護連携支援センター 

 

【共 催】   平塚市医師会 ・平塚歯科医師会 ・平塚中郡薬剤師会 

 

【内 容】  （１）ひらつか在宅介護生活サポートガイドの紹介 

       （２）ひらつか在宅介護生活サポートガイドの使い方 

       （３）グループワーク 

          「サポートガイドを使うにあたって…」 

 

【研修方法】  ハイブリッド 

 

 

【説 明】  （１）紹介（P1）：平塚市地域包括ケア推進課 

       （２）使い方（P2-3）：   ・（P4） 

（３）グループワーク：オブザーバー： 

         （専門職単位でグループワークを実施、各団体３名以上の参加を希望） 

 

 

【普及啓発スケジュール】 

 ６月２７日（木）「ひらつか在宅介護生活サポートガイドの使い方」動画撮影 

         ＊当日研修に参加できなかった方用に YouTubeで配信 

 ８月  日（ ）多職種連携「サポートガイド活用の専門職向け普及啓発研修」 

 ９月  日（ ）「サポートガイド活用の介護職向け普及啓発研修」 
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